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全国平均 ４７．７件

いじめを認知していない学校にあっては，・・・解消に
向けた対策が何らとられることなく放置されたいじめ
が多数潜在する場合もあると懸念している。

（児童生徒課長通知）

いじめの１,０００人当たり認知件数（令和３年度）

文部科学省 令和３年度 「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」



早期発見・未然防止の取組①

いじめに関するアンケート・面談

全市一斉の

無記名アンケート

アンケートを

もとに面談を行う



中学校区ミーティング

児童生徒が主体となっ
て、いじめの「早期発
見」「未然防止」につい
て考え、協議する

「いじめ防止等の取組」
や「中学校区のきまり」
等各中学校区の実態に
応じて話し合う。

早期発見・未然防止の取組②



早期発見・未然防止の取組③

北九州市SNS悩み相談

 ・ＳＮＳを使ったコミュニケーショ
ンが中高生に浸透している背景
を考えると、電話よりも相談しや
すい

 ・子どもたちの悩みや不安を受け
止めるファーストドアとしての役
割を担える

 ・いじめ等に関して自分が被害者
になることを恐れず仲裁者とし
て相談できる

 ・ネットいじめを受けた時、その
画面そのものを、スクリーン
ショットで、電話よりも正確に事
実を転送し、正確に相談を受けら
れる


